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下諏訪町総務課  

 

「令和５年住宅・土地統計調査」における協力依頼について 

 

 日頃から町政の発展につきまして、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げま

す。 

 さて、令和５年１０月１日（日）を基準日として、「令和５年住宅・土地統計調査」を行

います。 

「住宅・土地統計調査」は、総務省統計局が都道府県、市区町村を通じて行う調査です。 

住宅及び住宅以外で人が居住する建物に関する実態並びに、現住所以外の住宅及び土地の

保有状況、その他住宅等に居住している世帯に関する実態を５年に一度調査し、住生活関

連施策の基礎資料を得ることを目的としています。 

 調査対象地域は総務省統計局が無作為に選定し、下諏訪町では下記の行政区の一部が選

定されました。調査をお願いする世帯には、９月下旬から調査員が調査書類の配布に伺い

ますので、ご回答をお願いいたします。（調査対象とならなかった世帯には調査書類は配布

されません。） 

なお、巡回する調査員は調査員証を必ず身につけておりますので、ご確認ください。 

 

＊下諏訪町の調査対象地域 

１区 「東町中１・２、大門１、矢木町１・３、桜町、緑町」各行政区の一部 

２区 「立町１・２部、横町木の下、湯田仲町、新町上・下、御田町」各行政区の一部 

３区 「友之町、広瀬町、富士見町、菅野町、中央通、矢木東・西、東・西弥生町 

栄町、曙町、魁町、北・東四王、西四王 3部、南四王２部、東・西鷹野町１」 

各行政区の一部 

 ６区  萩倉西組、町屋敷１組 

 ５区 「東・西・南・北高木」各行政区の一部 

７区 「東山田第１・２・５・６」各行政区の一部 

８区 「社東町第１・２」各行政区の一部 

１０区「西豊、西浜、高浜、本郷、五官、富ケ丘、関屋」各行政区の一部 

 

 
下諏訪町 総務課 情報防災係 

  係 長  保 科 勝 俊 

主 任  中 野 由紀恵 

電 話  0266-27-1111(内線 260) 

ＦＡＸ  0266-28-1070 

Eメール jyoho@town.shimosuwa.lg.jp 

 





※ ナビダイヤルの通話料金は、固定電話の場合、全国一律に市内通話料金でご利用いただけます。
 　携帯電話の場合、所定の通話料金となります。

※ おかけ間違いのないようにご注意ください。

設置期間 10月27日（金）まで （土日・祝日もご利用いただけます）
受付時間 午前8時～午後9時

調査についてのお問合せは

住宅・土地統計調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください

調査員は「調査員証」を携帯しています！

0570-06-3939
住宅・土地統計調査コールセンター

03-6706-2482IP電話の場合：

●この調査をよそおった不審な訪問者や、不審な電話・電子メール・ウェブサイト
　などにご注意ください。
●この調査では、金銭を要求することはありません。また、銀行口座の暗証番号や
　クレジットカード番号などをお聞きすることもありません。
●不審に思った際は、お住まいの市区町村にお知らせください。

住宅・土地統計調査の調査員は、都道府県知事又
は市町村長によって任命された地方公務員です。

調査員について

９月上旬から、この地域にある住宅数の確認などを行い
ます。その後、９月下旬からは、実際に調査をお願いする
世帯を訪問し、調査書類の配布及び取集を行います。

調査員のしごと

□ 「統計法」により特に重要なものとされる「基幹統計調査」として実施する調査です。

□ 住生活に関する様々な施策のための基礎資料を得ることを目的としています。

□ 昭和23年以来５年ごとに行われており、今回が16回目になります。

□ 全国で約340万世帯を抽出して行う大規模な統計調査です。

□ 調査の結果は、住生活基本計画や耐震や防災を中心とした
 都市計画づくりなど、私たちの暮らしと住まいに関する計画や
 施策の基礎資料として幅広く利用されています。

住宅・土地統計調査について

（様式例）

第○○○○○号

氏 名 調査太郎
この者は、住宅・土地統計調査調査員で
あることを証明する。

任命期間：　　年　　 月　　日から
　　年　　 月　　日まで

年月日
〇〇県知事

住宅・土地統計調査調査員証


